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RDMA overコンバージドイーサネット (RoCE) v2を使用し
てWindowsで SMBダイレクトサポートを使用するため
のガイドライン

一般的なガイドラインと制限事項

• Cisco Intersight管理モードは、Microsoft Windows Server 2019以降で、Microsoft SMB Direct
with RoCE v2をサポートします。Windows Serverリリースに対し、Microsoftからのすべて
の KB更新を使用することを推奨します。

• RoCE v2はMicrosoft Windowsサーバ 2016ではサポートされ
ていません。

•サポートされている特定のオペレーティングシステム（OS）
については、Windowsの要件を参照してください。

（注）
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• Ciscoでは、UCSManagerリリースに特有のUCSハードウェアおよびソフトウェア互換性
を確認して、MicrosoftWindowsでRoCE v2を使用したMicrosoft SMBダイレクトのサポー
トを決定することをお勧めします。

• Microsoft SMB Direct with RoCE v2は、Cisco UCS VIC 1400シリーズと VIC 14000、VIC
15000シリーズアダプタでのみサポートされています。UCSVIC1200シリーズおよびVIC
1300シリーズアダプタではサポートされていません。RoCE v2を使用した SMBダイレク
トは、すべての UCSファブリックインターコネクトでサポートされています。

RoCE v1は、CiscoUCSVIC 1400シリーズ、VIC 14000シリーズ、
および VIC 15000シリーズアダプタではサポートされていませ
ん。

（注）

• Ciscoのアダプタ間では、RoCEv2設定がサポートされています。シスコのアダプタとサー
ドパーティ製のアダプタ間の相互運用性はサポートされていません。

• RoCE v2は、アダプタごとに 2個の RoCE v2対応 vNICと、アダプタインターフェイスご
とに4個の仮想ポートをサポートします。これは、セットスイッチ設定とは無関係です。

• RoCE v2対応の vNICインターフェイスでは、Cisco Intersight Managed Modeドメインプロ
ファイルで no-drop QoSシステムクラスが有効になっている必要があります。

• RoCEプロパティのキューペア設定は、少なくとも 4組のキューペア用である必要があり
ます。アダプタあたりのキューペアの最大数は 2048です。

• QoS No Dropクラス設定は、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチなどのアップストリーム
スイッチで適切に設定する必要があります。QoSの設定は、異なるアップストリームス
イッチ間で異なります。

• RNICインターフェイスあたりのメモリ領域の最大数は 131072です。

• SMB Direct with RoCE v2は、IPv4と IPv6でサポートされています。

• RoCE v2は、NVGRE、NetFlow、および VMQ機能と同じ vNICインターフェイスでは使
用できません。

• RoCE v2は usNICでは使用できません。

• RoCE v2は、GENEVEオフロードでは使用できません。

MTUプロパティ：

• VICドライバの古いバージョンでは、MTUはスタンドアロンモードのCiso Intersightサー
ビスプロファイルまたはCisco IMC vNICMTU設定のいずれかから導出されていました。
この動作は、CiscoUCSVIC1400シリーズ、VIC14000シリーズ、およびVIC15000シリー
ズでは異なっています。MTUはWindows OSジャンボパケットの詳細プロパティから制
御されます。

• RoCE v2のMTU値は常に 2の累乗で、最大制限は 4096です。

Windowsでの RoCEv2を使用した SMBダイレクトの設定
2

Windowsでの RoCEv2を使用した SMBダイレクトの設定

RDMA overコンバージドイーサネット (RoCE) v2を使用してWindowsで SMBダイレクトサポートを使用するためのガイドライン

https://ucshcltool.cloudapps.cisco.com/public/


• RoCE v2 MTUは、イーサネットMTUから導出されます。

• RoCE v2MTUは、イーサネットMTUよりも小さい最も高い電力量です。次に例を示しま
す。

•イーサネット値が 1500の場合、RoCE v2のMTU値は 1024です。

•イーサネット値が 4096の場合、RoCE v2のMTU値は 4096です。

•イーサネット値が 9000の場合、RoCE v2のMTU値は 4096です。

Windows NDPKIの動作モード：

• Ciscoのネットワークダイレクトカーネルプロバイダインターフェイス (NDPKI)の実装
では、モード 1とモード 2の 2つの動作モードがサポートされています。Network Direct
Kernel Provider Interface（NDKPI）の実装は、動作がモード 1かモード 2かで異なってい
ます。モード 1はネイティブ RDMAで、モード 2には RDMAを使用する仮想ポートの構
成が関係しています。Ciscoは NDPKI Mode 3の動作をサポートしていません。

• RoCEv2モード1の推奨されるデフォルトのアダプタポリシーは、Win-HPN-SMBdです。

• RoCE v2モード 2の推奨されるデフォルトのアダプタポリシーは、MQ-SMBdです。

•モード 2操作用の RoCE v2対応 vNICでは、QoSホスト制御ポリシーがフルに設定されて
いる必要があります。

•モード 2にはモード 1が含まれています。モード 2を動作させるには、モード 1を有効に
する必要があります。

• Windowsの場合、RoCE v2インターフェイスは、MSIおよびMSIx割り込みモードを両方
サポートします。デフォルトの割り込みモードはMSIxです。RoCE v2のプロパティを使
用してインターフェイスが構成されている場合、Ciscoでは割り込みモードを変更しない
ことを推奨します。

ダウングレードに関する制限事項：

• Ciscoでは、サポートされていないファーウェアリリースにダウングレードする前に、
RoCEv2の設定を削除することを推奨しています。設定が削除または無効になっていない
場合、ダウングレードは失敗します。

Windowsでの RoCE v2モード 1および 2の構成の概要
Windowsプラットフォームで RoCE v2を構成するには、まず RoCE v2モード 1を構成してか
ら、RoCE v2モード 2を構成する必要があります。

• RoCE v2モード 1を構成するには、次の手順を実行します。

•システムQoSポリシーで no-dropクラスを構成します。CoS 5のプラチナ（Platinum）
が、 Cisco Intersightドメインプロファイルのデフォルト設定です。
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•イーサネットアダプタポリシーを作成するか、イーサネットアダプタポリシーのデ
フォルト（定義済み）構成である Win-HPN-SMBdを使用して、Cisco Intersightでモー
ド 1を構成します。

•ホストオペレーティングシステムでモード 1を構成します。

• RoCE v2モード 2を構成するには、最初に RoCE v2モード 1を構成する必要があります。

• VMMQ接続を使用してイーサネットアダプタポリシーを構成するか、Cisco Intersight
のモード 2のイーサネットアダプタポリシーで、デフォルト（定義済み）構成であ
る MQ-SMBdを使用します。

•ホストオペレーティングシステムでモード 2を構成します。

Windowsの要件
Windowsサーバで RoCE v2向けコンバージドイーサネットを介した RDMAの構成と使用に
は、次のものが必要です。

• VICドライババージョン 5.4.0以降

• Cisco UCS 1400シリーズアダプタを搭載した Cisco UCS M5 Bシリーズおよび Cシリー
ズ。

• Cisco UCS VIC 1400、VIC 14000、または VIC 15000シリーズアダプタを搭載した Cisco
UCS M6 Bシリーズ、Cシリーズ、または Xシリーズサーバ。

• Cisco UCS VIC 1400、VIC 14000、または VIC 15000シリーズアダプタを搭載した Cisco
UCS M7 Cシリーズ、または Xシリーズサーバ。

• Cisco UCS VIC 1400、VIC 14000、または VIC 15000シリーズアダプタを搭載した Cisco
UCS M8 Cシリーズサーバ。

すべての Powershellコマンドまたは詳細プロパティの構成は、明示的に説明されていない限
り、Windows 2019および 2022全体で共通です。

（注）

Cisco Intersightでのモード 1の構成
Cisco Intersightで RoCE v2モード 1インターフェイスを構成するには、次の手順に従います。

RDMAパケットドロップの可能性を回避するには、ネットワーク全体で同じ非ドロップ COS
が構成されていることを確認してください。次の手順に従えば、システム QoSポリシーで非
ドロップクラスを構成して、RDMAでサポートされているインターフェイス用に使用できま
す。
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手順

ステップ 1 [構成（CONFIGURE）] > [ポリシー（Policies）]に移動します。[ポリシーの作成（Create
Policy）]をクリックし、[UCSドメイン（UCS Domain）]プラットフォームタイプを選択し、
[システム QoS（System QoS）]を検索または選択して、[Start（開始）]をクリックします。

ステップ 2 [全般（General）]ページでポリシー名を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。次に、
[ポリシーの詳細（Policy Details）]ページで、次のようにシステムQoSポリシーのプロパティ
設定を構成します。

• [優先順位（Priority）]で、[プラチナ（Platinum）]を選択します。

• [パケットドロップを許可（Allow Packet Drops）]チェックボックスをオフにします。

（注）

[MTU]フィールドの詳細については、 RDMA overコンバージドイーサネット (RoCE) v2
を使用してWindowsで SMBダイレクトサポートを使用するためのガイドライン（1
ページ）の MTUのプロパティを参照してください。

ステップ 3 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 4 システムの QoSポリシーをドメインプロファイルに関連付け、展開します。
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（注）

詳細については、「ドメインポリシーの構成」の「システムQoSポリシーの作成」および「ド
メインプロファイルの構成」を参照してください。

システム QoSポリシーが正常に作成され、ドメインプロファイルに展開されます。

次のタスク

LAN接続ポリシーで RoCE v2 vNIC設定を使用してサーバプロファイルを構成します。

LAN接続ポリシーで RoCE設定を有効化する
モード 1で RoCE v2 vNICを構成するには、次の手順を実行します。Cisco Intersight LAN接続
ポリシーでは、次のようにモード 1構成のイーサネット QoSポリシーとイーサネットアダプ
タポリシーの RoCE設定を有効にできます。

手順

ステップ 1 [構成（CONFIGURE）] > [ポリシー（Policies）]に移動します。[ポリシーの作成（Create
Policy）]をクリックし、[UCSサーバ（UCS Server）]プラットフォームタイプを選択し、
[LAN接続ポリシー（LAN Connectivity policy）]を検索または選択して、[Start（開始）]をク
リックします。

ステップ 2 ポリシーの [全般（General）]ページで、ポリシー名を入力し、[ターゲットプラットフォーム
（Target Platform）]として [UCSサーバ（スタンドアロン）（UCS Server（Standalone））]ま
たは [UCSサーバ（FIアタッチ）（UCS Server（FI-Attached）））]を選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。
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ステップ 3 [ポリシーの詳細（Policy Details）]ページで、[vNICの追加（Add vNIC）]をクリックして新
しい vNICを作成します。

ステップ 4 [vNICの追加（Add vNIC）]ページで、構成パラメータに従って RoCE vNIC設定を有効にし
ます。

• [全般（General）]セクションで、仮想イーサネットインターフェイスの名前を入力しま
す。

•スタンドアロンサーバの [Consistent Device Naming（CDN）]セクションまたは FIアタッ
チサーバの [フェールオーバー（Failover）]セクションで、次の手順を実行します。

• [イーサネット QoS（Etehrnet QoS）]の下にある [ポリシーの選択（Seletct Policy）]
リンクをクリックします。[新規作成（Create New）]ボタンを使用して、次のプロパ
ティ設定で新しいイーサネット QoSポリシーを作成します。

• [MTU]で、1500、4096、または 9000を選択するか、入力します。

• [優先順位（Priority）]で、[プラチナ（Platinum）]または任意の no-dropを選
択します。

• [サービスクラス（Class of Service）]で、 5を選択するか、入力します。

（注）

このプロパティは、スタンドアロンサーバでのみ使用できます。

• [トラストホスト CoSを有効にする（Enable Trust Host CoS）]トグルボタンを
スライドします。

（注）

このプロパティは、Intersight管理モードのサーバでのみ使用できます。
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• [イーサネットアダプタ（Ethernet Adapter）]の下の [ポリシーの選択（Select Policy）]
リンクをクリックします。[イーサネットアダプタポリシーの作成（Create anEthernet
Adapter Policy）]をクリックして、次を実行します。

• [デフォルト設定の活用（Use the Default Configuration）]：[新規作成（Create
New）]をクリックして、新しいポリシーを作成します。[全般（General）]ペー
ジでポリシーの名前を入力し、[イーサネットアダプタのデフォルト構成（Ethernet
Adapter Default Configuration）]の下で [デフォルト構成の選択（Select Default
Configuration）]をクリックし、事前定義されたイーサネットアダプタのデフォ
ルト構成である [Win-HPN-SMBd]を検索して選択します。[次へ（Next）]をク
リックし、[作成（Create）]をクリックします。

• [ポリシーでの RoCE設定の構成（Configure RoCE Settings in the policy）]：[新
規作成（Create New）]をクリックして、新しいポリシーを作成します。[全般
（General）]ページで、ポリシーの名前を入力します。右側のペインの [ポリシー
の詳細（Policy Details）]ページで、次のプロパティ設定を使用し、[次へ
（Next）]、[作成（Create）]の順にクリックします。「」に設定されます。

• [コンパージドイーサネット上の RDMAを有効にする（Enable RDMA over
Converged Ethernet）]をスライドして、有効にします。

• [キューペア（Queue Pairs）]で、256を選択するか、入力します。

• [メモリ領域（Memory Regions）]で、 131072を選択するか、入力します。

• [リソースグループ（ResourceGroups）]で、2を選択するか、入力します。

• [バージョン（Version）]で、[バージョン 2（Version 2）]を選択します。

Windowsでの RoCEv2を使用した SMBダイレクトの設定
8

Windowsでの RoCEv2を使用した SMBダイレクトの設定

LAN接続ポリシーで RoCE設定を有効化する



• [追加（Add）]をクリックして新しい vNIC設定を追加し、保存します。

（注）

LAN接続ポリシーを作成するには、*が付いたすべてのフィールドが必須です。それらのフィー
ルドが入力されていること、または適切なポリシーが選択されていることを確認します。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックし、RoCE v2プロパティ設定によって LAN接続ポリシーを完成
させます。

ステップ 6 LAN接続ポリシーをサーバプロファイルに関連付け、展開します。

（注）

詳細については、UCSサーバポリシーおよびUCSサーバプロファイルの LAN接続ポリシー、

イーサネット QoSポリシーの作成、およびイーサネットアダプタポリシーの作成を参照して
ください。

イーサネットQoSポリシーとイーサネットアダプタポリシーの vNIC設定を含む LAN接続ポ
リシーが正常に作成され、RoCEv2構成を有効にするためのサーバプロファイルが展開されま
す。

次のタスク

RoCE v2のポリシー構成が完了したら、サーバを再起動し、ホストのRoCE v2モード 1構成を
続行します。
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ホストシステムでの SMBダイレクトモード 1の設定
2個のホストインターフェイスで smbクライアントと smbサーバ間の接続を設定します。こ
れらのサーバのそれぞれについて、smbクライアントおよび smbサーバで、次の説明に従って
RoCE v2対応 vNICを設定します。

始める前に

Cisco Intersightで RoCE v2をモード 1に構成します。

手順

ステップ 1 Windowsホストで、[デバイスマネージャ (Device Manager)]に移動し、適切な Cisco VICイン
ターネットインターフェイスを選択します。

ステップ 2 [ツール (Tools)] > [コンピュータ管理 (Computer Management)] > [デバイスマネージャ (Device
Manager)] > [ネットワークアダプタ (Network Adapter)] > [VICネットワークアダプタ (VIC
Network Adapter)] > [プロパティ (Properties)] > [アドバンスト (Advanced)] > [ネットワークダ
イレクト機能 (Network Direct Functionality)]に移動します。smbサーバと smbクライアント両
方の vNICsに対してこの操作を実行します。
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ステップ 3 PowerShellを使用して、ホストオペレーティングシステムで RoCEが有効になっていること
を確認します。

Get-NetOffloadGlobalSettingコマンドは、NetworkDirectが有効になっていることを示します。
PS C:\Users\Administrator> Get-NetOffloadGlobalSetting

ReceiveSideScaling : Enabled
ReceiveSegmentCoalescing : Enabled
Chimney : Disabled
TaskOffload : Enabled
NetworkDirect : Enabled
NetworkDirectAcrossIPSubnets : Blocked
PacketCoalescingFilter : Disabled

（注）

NetworkDirect設定が無効と表示されている場合は、コマンド Set-NetOffloadGlobalSetting

-NetworkDirect enabled を使用して有効にします。
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ステップ 4 Powershellを起動し、次のコマンドを入力します。
get-SmbClientNetworkInterface

ステップ 5 enable - netadapterrdma [-name] ["Ethernetname"]と入力します

ステップ 6 次の手順に従って、ホストで全体的な RoCE v2モード 1の構成を確認します。

a) Powershellコマンド netstat-xanを使用して、smbクライアントと smbサーバWindowsホス
トの両方のリスナーを確認します。リスナーはコマンド出力に表示されます。

b) smb-clientサーバファイル共有に移動し、I/O操作を開始します。
c) パフォーマンスモニタに移動し、RDMAアクティビティが表示されていることを確認し
ます。

ステップ 7 Powershellコマンドウィンドウで、netstat-xan出力コマンドを使用して接続エントリをチェッ
クして、表示されていることを確認します。コマンドプロンプトから netstat-xanを実行する
こともできます。netstat-xan出力に接続エントリが表示されている場合は、クライアントとサー
バの間で RoCE v2モード 1接続が正しく確立されています。
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（注）

IP値は代表のみです。

ステップ 8 デフォルトでは、MicrosoftのSMBダイレクトはRDMAインターフェイスごとに 2個のRDMA
接続を確立します。RDMAインターフェイスごとに RDMA接続数を 1個または複数の接続数
に変更できます。

たとえば、RDMA接続の数を 4個に増やすには、PowerShellで次のコマンドを入力します。
PS C:\Users\Administrator> Set-ItemProperty -Path `
"HKLM:\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\LanmanWorkstation\Parameters"
ConnectionCountPerRdmaNetworkInterface -Type DWORD -Value 4 –Force

Cisco Intersightでのモード 2の設定
モード 2で RoCE v2ポリシーを設定するには、次の手順に従います。Cisco Intersight LAN接続
ポリシーでは、次のようにして、イーサネット QoSポリシーとイーサネットアダプタポリ
シーの RoCE設定、およびモード 2構成の VMMQアダプタポリシーを有効にできます。

始める前に

モード 1で RoCE v2ポリシーを構成します。

手順

ステップ 1 [構成（CONFIGURE）] > [ポリシー（Policies）]に移動します。[ポリシーの作成（Create
Policy）]をクリックし、[UCSサーバ（UCS Server）]プラットフォームタイプを選択し、
[LAN接続ポリシー（LAN Connectivity policy）]を検索または選択して、[Start（開始）]をク
リックします。

ステップ 2 ポリシーの [全般（General）]ページで、ポリシー名を入力し、[ターゲットプラットフォーム
（Target Platform）]として [UCSサーバ（スタンドアロン）（UCS Server（Standalone））]ま
たは [UCSサーバ（FIアタッチ）（UCS Server（FI-Attached）））]を選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。
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ステップ 3 [ポリシーの詳細（Policy Details）]ページで、[vNICの追加（Add vNIC）]をクリックして新
しい vNICを作成します。

ステップ 4 [vNICの追加（Add vNIC）]ページで、構成パラメータに従って RoCE vNIC設定を有効にし
ます。

a) [全般（General）]セクションで、仮想イーサネットインターフェイスの名前を入力しま
す。

b) スタンドアロンサーバの [Consistent Device Naming（CDN）]セクションまたは FIアタッ
チサーバの [フェールオーバー（Failover）]セクションで、次の手順を実行します。

• [イーサネット QoS（Etehrnet QoS）]の下にある [ポリシーの選択（Seletct Policy）]
リンクをクリックします。[新規作成（Create New）]ボタンを使用して、次のプロパ
ティ設定で新しいイーサネット QoSポリシーを作成します。

• [MTU]で、1500、4096、または 9000を選択するか、入力します。

• [優先順位（Priority）]で、[ベストエフォート（Best-effort）]を選択するか、入
力します。

• [トラストホストCoSを有効にする（Enable Trust Host CoS）]をスライドして、
有効にします。

• [イーサネットアダプタ（Ethernet Adapter）]の下の [ポリシーの選択（Select Policy）]
リンクをクリックします。[新規作成（Create New）]ボタンを使用して、次のプロパ
ティ設定で新しいイーサネットアダプタポリシーを作成します。

• [コンパージドイーサネット上の RDMAを有効にする（Enable RDMA over
Converged Ethernet）]をスライドして、有効にします。

• [キューペア (Queue Pairs)]で、256を選択するか、入力します。

• [メモリーリージョン（MemoryRegions）]で、65536を選択するか、入力します。

• [リソースグループ（Resource Groups）]で、2を選択するか、入力します。
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• [バージョン（Version）]で、[バージョン 2（Version 2）]を選択します。

• [サービスクラス（Class of Service）]で、 5を選択するか、入力します。

• [接続（Connection）]セクションで、VMQ接続の次のプロパティ設定を使用し、
VMMQアダプタポリシーを作成します。

•接続については、[VMQ]を選択します。

•スライダボタンで、[仮想マシンマルチキューを有効にする（Enable Virtual
Machine Multi-Queue）]を有効にします。

• [サブ vNIC数（Number of Sub vNICs）]で、 4を選択するか、入力します。

• [VMMQアダプタポリシー（VMMQ Adapter Policy）]については、[VMMQア
ダプタポリシー（VMMQAdapter Policy）]の下にある、[ポリシーの選択（Select
Policy）]リンクをクリックし、次の手順を実行します。

•新しい SIGポリシーを作成するには、[新規作成（Create New）]をクリック
します。[全般（General）]ページで、ポリシーの名前を入力して [デフォル
ト構成の選択（Select Default Configuration）]をクリックして検索し、事前
定義された VMMQアダプタのデフォルト構成である [MQ-SMBd]を選択し
ます。

注目

[ポリシーの詳細（Policy Details）]ページでは、デフォルト設定を保持しま
す。事前定義されたパラメータを変更しないでください。

• [次へ（Next）]をクリックし、[作成（Create）]をクリックします。
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• [追加（Add）]をクリックして新しい vNIC設定を追加し、保存します。

（注）

*が付いているすべてのフィールドは必須です。適切なポリシーに従って入力または選択
されていることを確認してください。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックし、RoCE v2プロパティ設定によって LAN接続ポリシーを完成
させます。

ステップ 6 LAN接続ポリシーをサーバプロファイルに関連付けます。

（注）

イーサネットQoSの作成、イーサネットアダプタポリシー、およびVMMQアダプタポリシー
の詳細については、UCSサーバポリシーの構成および UCSサーバプロファイルの構成を参
照してください。

イーサネット QoSポリシー、イーサネットアダプタポリシー、および VMMQアダプタポリ
シーを使用した LAN接続ポリシーが正常に作成および展開され、RoCE v2構成が有効になり
ます。

次のタスク

RoCEv2のポリシー構成が完了したら、サーバを再起動し、ホストオペレーティングシステム
で RoCE v2モード 2の構成を続行します。
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ホストシステムでのモード 2の設定
このタスクでは、Windows Server 2019およびWindows Server 2022と互換性のある Hyper-V仮
想化ソフトウェアを使用します。

RoCEv2モード 2用にホストオペレーティングシステムを構成するには、次の手順に従いま
す。

始める前に

• Cisco Intersightとホストの両方に対して、モード 1の接続を構成して確認します。

• Cisco Intersightでモード 2を構成します。

手順

ステップ 1 Hyper-Vスイッチマネージャに移動します。

ステップ 2 RoCE v2対応イーサネットインターフェイスの新しい仮想ネットワークスイッチ (vswitch)を
作成します。

a) [外部ネットワーク (External Network)]を選択し、[VICイーサネットインターフェイス 2
(VIC Ethernet Interface 2)]および [管理オペレーティングシステムでこのネットワークア
ダプタの共有を許可する (Allow management operating system to share this network adapter)]
を選択します。

b) [OK]をクリックして、仮想スイッチを作成します。
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Powershellインターフェイスを起動します。

ステップ 3 デフォルト以外の vPortを設定し、次の Powershellコマンドを使用して RDMAを有効にしま
す。

add-vmNetworkAdapter -switchname vswitch -name vp1 -managementOS

enable-netAdapterRdma -name "vEthernet (vp1)"

a) 次の Powershellコマンドを使用して、設定スイッチを設定します。
new-vmswitch -name setswitch -netAdapterName “Ethernet x” -enableEmbeddedTeam $true

これにより、スイッチが作成されます。インターフェイスを表示するには、次を使用しま

す。
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get-netadapterrdma

add-vmNetworkAdapter -switchname setswtch -name svp1

再度入力すると、新しい vportが表示されます。
get-netadapterrdma

b) vportを追加します。
add-vmNetworkAdapter -switchname setswtch -name svp1

再度入力すると、新しい vportが表示されます。
get-netadapterrdma

c) vportで RDMAを有効にします。
enable-netAdapterRdma -name “vEthernet (svp1)”

ステップ 4 両方のサーバの RDMA対応 vportで IPV4アドレスを設定します。

ステップ 5 smbサーバで共有を作成し、smbクライアントで共有をマッピングします。

a) ホストシステムの smbクライアントおよび smbサーバ用に、前述の方法で RoCE v2対応
vNICを構成します。

b) 両方のサーバに同じ IPサブネットと同じ固有の vlanを使用して、両方のサーバでプライ
マリファブリックとサブ vNICsの IPV4アドレスを設定します。

c) smbサーバで共有を作成し、smbクライアントで共有をマッピングします。

ステップ 6 モード 2設定を確認します。

a) Powershellコマンド netstat-xanを使用して、リスナーとそれらに関連付けられている IPア
ドレスを表示します。

b) smbクライアントのファイル共有で RDMA I/Oを開始します。
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c) Netstat-xanコマンドを再度発行し、接続エントリが表示されていることを確認します。

次のタスク

必要に応じて、すべての項目のトラブルシューティングを行います。

Cisco Intersightを使用した RoCE v2インターフェイスの削
除

RoCE v2インターフェイスを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [構成（CONFIGURE）]> [ポリシー（Policies）]に移動します。[フィルタの追加（AddFilter）]
フィールドで、[タイプ：LAN接続（Type: LAN Connectivity）]を選択します。
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ステップ 2 RoCE V2構成用に作成された適切な LAN接続ポリシーを選択し、ポリシーリストの上部また
は下部にある削除アイコンを使用します。

ステップ 3 ポリシーを削除するには、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 4 RoCE v2構成を削除したら、サーバプロファイルを再展開し、サーバを再起動します。
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